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近年、高樹齢のキウイフルーツの成木において、枝葉や根が生育不良となり、収量

が低下している。そこで、成木の跡地に新たな苗木の植え付けが行われているが、そ

の苗木もまた生育不良となる。この原因の一つとして、アレロパシーの関与が考えら

れている。キウイフルーツの長期間の栽培により、葉や根から放出されたアレロパシ

ー物質が土壌中に蓄積することで、成木や苗木の生育不良を引き起こしている可能性

がある。すでに、キウイフルーツの根や葉および根圏土壌がアレロパシー活性を有し

ていることが報告されているが、その原因物質は明らかになっていない。本研究では、

キウイフルーツの根や葉、およびその栽培土壌から生育不良の原因と考えられるアレ

ロパシー候補物質を単離、同定することを目的とした。  

キウイフルーツの根や葉、およびその栽培土壌はそれぞれ 70%含水メタノールおよ

びメタノールを用いて抽出した。得られた根や葉、および栽培土壌の抽出物はそれぞ

れ生物検定に供した。キウイフルーツの根や葉、および栽培土壌の抽出物は、すべて

の検定植物の下胚軸または子葉鞘と根の生長を濃度依存的に抑制するとともに検定植

物種によって異なる生長抑制活性を示した。この結果より、キウイフルーツの根や葉、

およびその栽培土壌にはアレロパシー候補物質が含まれていることが確認された。ま

た、これらの抽出物はキウイフルーツの生長も濃度依存的に抑制したことから、アレ

ロパシー物質がキウイフルーツの成木や苗木における生育不良の一因であることが示

唆された。次に、根や葉、および栽培土壌の抽出物を液液分配、シリカゲルカラム、

セファデックス LH-20 カラム、C18 カートリッジまたはフラッシュクロマトグラフィ

ー、および HPLC を用いてこれらの抽出物をそれぞれ分離した。各分離段階で得られ

たすべての画分は生物検定に供し、強い抑制活性を示した画分を次の分離段階に進め
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ることでアレロパシー候補物質の精製を行った。根の抽出物では HPLC（移動相：35%

含水メタノール）での分離において、保持時間 41 分（物質 A）および 48 分（物質 B）

の画分に生長抑制活性が認められた。また、HPLC（移動相：25%含水メタノール）で

の分離において、保持時間 71 分の画分（物質 C）に生長抑制活性が認められた。さら

に、葉の抽出物では HPLC（移動相：50%含水メタノール）での分離において、保持

時間 120 分の画分（物質 D）に生長抑制活性が認められた。そして、乾燥した葉の抽

出物では HPLC（移動相：45%含水メタノール）での分離において、保持時間 70 分（物

質 E）、120 分（物質 F）の画分に生長抑制活性が認められた。 1H NMR、 13C NMR、

質量分析計などから得られたデータを用いて構造解析を行った結果、物質 F はクェル

シトリンであることが明らかになった。クェルシトリンの I50 値 (検定植物の生長を

50％に抑制するときの検定試料の濃度 )はクレスの下胚軸に対して 10 mM以上であり、

根に対して 3.8 mM であった。さらに、HPLC（移動：25%含水メタノール）での分離

において、保持時間 160 分付近の画分（物質 G）に生長抑制活性が認められた。構造

解析の結果、この物質は (−)-エピカテキンであることが明らかになった。(−)-エピカテ

キンの I50 値はクレスおよびキウイフルーツの下胚軸に対して 27.9 mM と 9.6 mM であ

り、根に対してそれぞれ 10.7 mM と 7.0 mM であった。また、キウイフルーツの栽培

土壌抽出物も同様に分離していき、最終的に HPLC（移動相：35%含水メタノール）

に供した。生物検定の結果、保持時間 60 分付近の画分（物質 H）に生長抑制活性が認

められた。  

以上の結果より、キウイフルーツの根には少なくとも 3 種類以上、葉には 4 種類以

上、栽培土壌には 1 種類以上のアレロパシー候補物質が含まれていることが明らかに

なった。また、キウイフルーツの葉に含まれるアレロパシー候補物質として、クェル

シトリンと (−)-エピカテキンを単離した。これらの物質は葉からの溶脱や落ち葉の分

解を通じて土壌中への蓄積し、キウイフルーツのアレロパシーに関与するとともに、

キウイフルーツの成木や苗木の生育不良に影響している可能性がある。  

 
 
 
 
 
 
 
 


